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主観的幸福度と先延ばし傾向
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We tested the relationship between subjective well 

being (happiness) and procrastination with the ques 

tionnaire that measured life-satisfaction and procrasti 

nation for undergraduate students (Nニ378).It was 

found that those low in happiness tended to postpone 

what they“have to do"， giving priority to what hey 

“want to do". Furthermore， people， especially those low 

in happiness， tended to choose things simpler to more 

difficult， what they were asked to do to what they want 

to do， and preferred things it takes less time and more 

interesting. The results suggest that procrastination 

tendency seems to be more prominent among those 

who are low in happiness. 
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目的

個人の主観的な幸福度が社会的場面での(仕事にかかわ

る〕意志決定にどのように影響するかを調べる目的で調査

を行った。本研究の狙いである仕事の取り組み姿勢にかか

わる先延ばし傾向に個人のとのような特性が影響するかを

明確にすることは，仕事の効率化にもつながり，産業界全

体に貢献できるものと位置つけている。我々は， iやりたい

こと」と「やらなければならないこと」をとの時間帯で行

うかを， 午後の 411寺聞を 30分ごとの 8スロットに分け，

そのうちの連続する 2スロットに三つの仕事を訓り振る

よう求めた。その結果，主観的幸福度が高い群ほど，より

「やらなければならないこと」を「やりたいこと」に優先さ

せる傾向が見られた。そこで，本研究では，前回の質問紙

に仕事の取り組み姿勢に関する項目を追加し，改めて主観

的幸福l支と仕事の優先度の関係について調査した。

方 法

調査対象 大学生400名を調査対象とし，378名から有

効回答を得た(有効回答率 94.5%)。

質問紙の内容 質問紙には性格特性を調べる質問紙とし
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ての McRareとCostaによる NEO-FFI(，、わゆる Big-5

性格特性を調べる尺度)に加え，以下の三つの尺度および

調査項目が含まれていた。

1. 生活の満足度(幸福度)

生まれた街 ・仕事以外の余H限活動 ・友人関係 ・家族関

係 ・健康状態の 5項目からなり， 7段階でそれぞれの満足

度を評定した。 5項目の合計点を幸福度の指標とした。

2. 時間の使い方

「もし， あなたが今日の午後， 1収な11寺問が 411寺間あると

します 。その時間を使って二つのこと(一つは前からやり

たかったこと 余暇活動など， もう一つはやらなければな

らないこと 。仕事など)をやる場合，どちらをとの時間帯

で行いますか ?Jと問い，提示した 41時間の枠のとこでと

ちらを行うかを，該当する時間帯に斜線を号1，、た上で， iや

りたいこと」には iPJを， iやらなければならないこと」

にはiDJを書き入れてもらった。各枠は 30分単位に区切

られており，使える最小の時間枠はこの単位とした。

3. 仕事の取り組み姿勢

普段，仕事に取りかかるとき，何から手をつけることが

多いかについて， 二者択一で選択する 5項目 (a)難しい仕

事 or簡単な仕事，b)望んで行う仕事or頼まれ仕事， c) 11寺

聞のかかる仕事 orll寺聞のかからない仕事， d)興味のある

仕事or興味のない仕事，e)得意分野の仕事 or不得意分野

の仕事)からなり，該当する方を選択しても らう。

手続き アンケートは， i:支業時間の一部を利斤lして集団

で実施した。記入に要した時間は約 20分であった。 記入

H寺には無記入筒l所がないよう，昔べての項目について回答

をするように教示を行った後，アンケートを実施した。

分析 生活の満足感に関する 5項目から得られた総合

得点から調査対象者を幸補l支の異なる 3群(便宜上， high， 

mid，low群と呼ぶことにする。各群は，126名す つ)に分

けて比較検討した。

結果

時間の使い方 記入された時間帯は分析の便宜上， 30 

分単位を lブロックとして Tl(O-30分)から T8(210-

240分)まで 8単位と， Tlを選択した ら1，T5を選択し

たら 5というように得点化した。「やりたいこと」と「やら

なければならないこと」のどちらを先に行うかでは， iやら

なければならないことjを先に選択した人が low訴では

51.6%， mid群で 61.9%，high i狩は 61.1%だった。との

訴も 「やらなければならないこと」を先に行う割合が多く ，

f検定の結果，群聞で有意差はなかった。
次に， iやりたいことJiやらなければならないこと」そ
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Fig.l 幸福群別の 「やらなければならないこと」の

俊先度

れぞれがどの時間帯で行われるのかについて，各群の平均

得点を見てみると， Iやらなければならないこと」 では，

low群は 3.73，日lid訴では 3.02，high訴は 3.12だった。

一方， Iやりたいこと」は low群で 3.19，mid mでは 3.68，
high群は 3.39だった。 low群は他の群よりも早い時間得

で自分が「やりたいこと(余暇活動なと)Jを行う傾向が見

られた。分散分析の結梨， Iやりたいこと」では有意差は得

られなかったが， Iやらなければならないこと」では有意差

が得られ (F(2，375)=3.25， p<.05)，幸福!支の迷いにより

「やらなければならないこと」を先延ばしにする傾向が見

られた。 多重比較の結果， low llfとmid群間，low府と

high辞聞の差がそれぞれ 5%水準で有意であった。つま

り， low群は，他の二つの訴に比べ，Iやらなければな らな

いこと」を先延ばしする傾向がみられた。

さらに 「やらなければならないこと」の優先度を見るた

め，幸福1支別に 「やりたいこと」から 「やらなければなら

ないこと」を号|いた差分を算出した(F'ig.1)。 分散分析を

行ったところ，主効果は有意傾向となり，多重比較を行っ

たところ， low君?と mid群間で有志、とな った (F(2，375)=

2.58， P < .05)。また，グラフ上からも分かるように， low ln 
のみ差分がマイナスとなった。これは， low群では， rやり
たいこと」が 「やらなければならないこと」にl時間的に先

んじていたことを示している。各数値を時間単位に直す

と，low 群は ー15分，mid 111は約 18分， high群はが"9 

分であった。low群においては 「やらなければならないこ

と」の優先度が相対的に低く，そのために「やりたいこと」

をより優先する傾向がうかがえる。

先延ばし傾向をより明確に検討するために，全体として

は少数派であった 「やりたいこと」を優先した調資対象者

を選び， rやりたいこと」を終えた後で 「やらなければな ら
ないこと」への移行間隔を計算した。結果は low群 (n=

62)が 77.9分， mid群(刀=48)が 54.38分， high m~ (n= 

49)が 71.02分となり，lowlt'fは 「やらなければならない

こと」への移行間隔が一番長く ，特にmid対との差は

23.5分あ った。これに対し， high {i'fとは数分の差で，ほほ

同じ程度であった(ただしここでは 「やりたいこと」を

優先した調査対象者のみを選別しているので， high li1'全

体の傾向ではない)。いずれにせよ， low 1iI:は「やりたいこ
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と」を終えた後で本来 「やらなければならないこと」をさ

らに先延ばしする傾向が見られた。分散分析の結果，主効

果が見られ (F(2，156)=3.7，p<.05)，low 群と mid淵問で

有意であった (F(2，156)=3.7，ρく。01)。

仕事の取り組み姿勢 日頃仕事の場面で遭遇するであろ

うと考えられる五つの状況を設定し，何から先に手をつけ

ることが多いのかをみたところ，a)難しい仕事立怜i'i単な仕

事では，との群も簡単な仕事から先に行 うという割合が多

かったが， low群と high鮮で比l絞してみると， low 群で

簡単な仕事を選択した割合がより高 く，先に難しい仕事を

選択した害I[合は簡単な仕事を選択した割合の半分程度で

あった (;(2士九λーyy，p<.OOI)。これ以外の項目では野間に差

が見られたものはなかった。

考 察

主観的幸福度と仕事の俊先l支の関係について調査を行 っ

たところ，1時間の使い方については， rやりたいこと」から
「や らなければな らないこと」を日[L、た差分と主矧的幸福

度問に関連性が見られ， 幸福度の低い鮮は自分が 「やりた

いこと」を優先し， rやらなければならないこと(義務とし
てやるべき仕事なと)Jを先延ばしする(手をつけるのに時

間がかかる)傾向lが見られた。その原因として， 幸f高度の

低い人では， rやらなければならないこと」をそれと認識は
していても，それに対する否定的な感情が強く，まず自分

が「やりたいことJを先に楽しむ(ワンク y ション置く)

ことで，ストレスを軽減させた」二で 「やらなければな らな

いこと」に取りかかろうと考える傾向がより強いことが関

係しているのではなし、かと考えられる。

やらなければならないことを先延ばしする傾向は，自己

統制の失敗を反映する (Steel，2007)とされ，特に Big-5

の誠実さと関係する (Konigand Kleinmann， 2004; Steel. 

2007)ことが指摘されているが，今回の結果からは，誠実

さと弱い相関がある (McRareand Costa， 1991)とされる

人生の満足度(幸福度)が関係することが示唆されたと言

える。
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